
 

学校給食の起源は、明治22（1889）年にさかのぼりま

す。山形県の大督寺というお寺の中にあった小学校で、お弁

当を持ってこられない子どもたちに、昼食を無償で提供した

ことが始まりとされています。その後、全国へと広がりまし

たが、戦争による食料不足などの影響で中断されてしまいま

した。 

★子どもたちを取り巻く食環境が変化する中で、平成17（2005）年に「食育基本法」が

成立。平成20（2008）年には、学校における食育の推進を図る観点から「学校給食法」

が大幅に改正されました（2009年４月１日施行）。 

アメリカから寄贈さ

れた小麦粉を使っ

て、パン・ミルク・

おかずの完全給食が

始まりました。 

脱脂粉乳や缶詰な

どの物資を使って

給食が作 

られま 

した。 

 

★昭和21（1946）年12月24日に物資の贈呈式

が行われたことから、この日を「学校給食感謝の

日」としましたが、冬休みと重なるため、昭和25

（1950）年度からは１月24日〜30日を「全国

学校給食週間」とすることが定められました。 

★昭和29（1954）年に「学校給食法」が成立

し、学校給食の実施体制が法的に整い、教育活動

として位置づけられるようになりました。 

パンの種類が増え、

めん類も提供される

ようになりました。

脱脂粉乳のミルクは

牛乳へと切り替わり

ました。 

給食の主食はパンが

中心でしたが、昭和

51年に米飯が正式に

導入され、献立の内

容も豊かになってい

きました。 

 時代の流れと共に変化を続ける「学校給食」ですが、いつの時代も、

子どもたちを大切に思う気持ちが詰まっています。そんな思いを感じ

て、おいしくいただきましょう。 

 


